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勝 山 昭 夫図書館長

　正門を入ってすぐの左手に建つ白亜の棟、本学の

象徴の一つでもある図書館がそこにあります。約８万

冊の蔵書を抱え、学生、教職員、学外者、地域の

方々への情報提供の場としての役割を果たしており

ます。図書館システムの導入により、図書、雑誌の

発注・契約・受入・支払・管理、さらには閲覧（貸

出・返却等）、Webサービス（研究室からの図書発

注）、所蔵検索（OPAC）が、また国立情報学研究所

（国内の国公私立大学、短大、高専１，１３１機関が加盟）

のNACSIS―ILLシステム上で図書の貸出依頼、雑誌

論文の文献複写依頼等に迅速に対応しております。

これからの図書館として大きく３つの目標を掲げて

おります。１つには「蔵書の増加」であります。幸

いにして、後援会より平成１６年度からの３カ年計画

で図書館資料整備費を予算化して頂き、これにより

専門書の更なる増加に加え、特徴ある図書の整備が

できました。その一つが英語圏の教科書コーナーで

す。他国の教育の様子を知る、自己の英語力のアッ

プに繋げる等、いろいろな活用ができます。多いに

利用して欲しいと思います。２つには「魅力ある図

書館づくり」です。本年度は国語科の１０分間読書も

読書熱を上げております。図書館としましても従来

から進めております大好評のブックハンティングに

加え、昨年度からはミニ展示会を開催しております。

本年度からはその内容も一つ多くし、英語科の協力

によるTOEICに関する展示を加え合わせて年二回

（一回は読書感想文コンクールに関して）行ってお

ります。さらに皆さんのご希望に合わせて、魅力の

ある図書館づくりに邁進して行きます。３つには「地

域との連携」であります。本学の一端を地域の皆さ

んに知って頂き、理解して頂く場になることも図書

館の使命です。市役所、市立図書館関係者との情報

交換、互いの図書館利用パンフレットの設置による

利用の呼びかけをしております。その効果も着実に

現れ、上半期実績で利用者数は昨年度の３倍近くに

なっております。公共図書館と違う自然科学、技術

分野の蔵書の多さが、本学の魅力なのでしょう。し

かし、専門書ばかりでなく一般教養書も多いに読破

して下さい。ここに、本年度の読書感想文コンクー

ル受賞者の結果を報告し、昨年度にまして応募して

くれました学生諸君に

感謝するとともに、受

賞された皆さんには心

よりお祝い申し上げま

す。来年度はさらに上

を目指して、毎回毎回

応募してもらいたいと

思います。

　昨年度に引き続き、図書館の充実の計画的な整備を図る目的で、本年度も後援会より

多数の図書をご寄贈して頂きました。

本校学生の語学力の向上のため、英語圏で使われている高校程度の理科系の教科書を中

心に理工系の読み易い学術専門図書の充実が図られました。写真はその一部です。

　後援会に感謝を込めて、より多くの学生諸君の利用を希望します。

　なお、寄贈図書のリストは本校ホームページ http：//www．ibaraki-ct．ac．jp/lib/ をご覧

下さい。

後援会文庫

ミニ展示会
TOEIC関係の資料展示状況
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